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「コンピュータグラフィックス」 

可視化ソフトウェア Hidden によるデータ分析 

- 概要 

• 「ISU世界フィギュア選手権大会2018」と、「冬季オリンピック2018」のフィ
ギュアスケート男子シングルスの得点を可視化した。 

- 使用した変数 

• FS-TSS : フリースケーティング（FS）の合計得点 

• FS-TES : FS の技術点 

• FS-PCS : FS の演技構成点 

• FS-SS : FS のスケート技術 

• FS-TR : FS の要素のつなぎ 

• FS-PE : FS の動作 / 身のこなし 

• FS-CO : FS の振り付け / 構成 

• FS-IN : FS の曲の解釈 

• FS-Ded : FS の減点 

• SP-TSS : ショートプログラム（SP）の合計得点 

• SP-TES : SP の技術点 

• SP-PCS : SP の演技構成点 

• SP-SS : SP のスケート技術 

• SP-TR : SP の要素のつなぎ 

• SP-PE : SP の動作 / 身のこなし 
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• SP-CO : SP の振り付け / 構成 

• SP-IN : SP の曲の解釈 

• SP-Ded : SP の減点 

• Competition : 1 が世界選手権, 2 がオリンピックに対応 

ちなみに, FS, SP ともに,  

 TSS = TES + PCS - Ded 

であり, SPでは 

 PCS = SS + TR + PE + CO + IN  

FS では 

 PCS = ( SS + TR + PE + CO + IN ) * 2 

となっている. 

- 入力データ 
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- 可視化結果 

• 全体像 

• TSS と TES 

FS においても SP においても, 概ね, TSS（合計得点）が高い選手は TES（技術点）
も高い。技術点の高い（難易度の高い技をする）選手はより高い得点を稼いでる。 
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• 合計点と減点 

FS, SP いずれにおいても青色（オリンピック）での得点の方が、赤色（世界選手権）
での得点よりも高い。また、減点された選手の数は青色（オリンピック）の方が多
い。 

原因として、それぞれの大会で出場選手・ジャッジが同一人物ではないこと、選手
のコンディションが違ったことが考えられる。（多くの選手はオリンピックにピー
クを合わせていると予想できる。また羽生弓弦、ハビエル・フェルナンデスをはじ
めとする有力選手はオリンピック後の世界選手権に欠場していた。） 

オリンピックではより緊張が高かった傾向があるのかもしれない。 

 4



2019年1月28日 月曜日

• 得点の内約 

全体的に得点が高い選手はそうでない選手と比べて SP の合計点・技術点の得点率
が高い。 
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- 感想 

• 「難易度の高い要素だけは得意（TESだけは稼げる）」や「踊るのは上手（PCS
だけは稼げる）」といった選手は（得点の上では）おらず、「強い選手はどの
項目でも強い」ことがわかった。 

• FS-TSS, FS-TES 以外で最高得点を取って、減点は 0.00 であったのはオリン
ピックでの羽生結弦であった。得点上で羽生結弦はトップ選手であることが確
認できた。 

• サンプルが2017-18シーズンの世界選手権・オリンピックのフリーに進出でき
た男子24名ずつと少ないので、もっと選手を増やすと違う傾向も見つけられる
かもしれない。また、多くの大会のデータを用いると、年ごとに得点の稼ぎ方
の傾向が変わっているかどうかなども調べられて面白いかもしれない。女子に
ついても同様である。 

- 参考文献 

• https://www.isu.org/figure-skating/entries-results/fsk-results 

• https://www.gamehuntblog.com/entry/figureskate-grading-system 
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